
　　本号では，「小児スポーツ傷害の病態と治療」と題し，小児におけるスポーツによる外
傷・障害の病態と治療の現状についての特集を企画しました。小児の運動器が発育・発達
の途上にあり未成熟であって，成人の運動器と構造や強度が異なるという身体的特性を理
解するだけでなく，的確な診断と適切な治療が行われないと変形や機能障害，疼痛を残し，
ひいてはロコモティブシンドロームを招来する危険性を孕んでいることにも留意しなけれ
ばなりません。さらに，小児を取り巻く競技環境にも配慮し，アスリートとしても成長段
階にあるこの時期に，身体・精神的に支援していくことが重要です。
　本号では，これらの問題に果敢に挑んで来られたエキスパートの先生方にご執筆いただ
き，構成しました。スポーツ傷害の病態（総論）では発生メカニズムと運動器の発育から概
説いただきました。各論では，スポーツによる小児脊椎外傷と傷害の病態と治療を，小児
脊椎の構造的特徴や成長による変化からの病態論，診断上の留意点，病態や病期に応じた
治療方針の決定，スポーツ復帰や予防などを解説いただきました。また，スポーツによる
小児肩関節，肘関節，手・手関節，股関節，膝関節，足・足関節の各外傷・障害における
病態と治療では，小児期におけるそれぞれの関節の解剖学的特徴や病態に基づく診断の進
め方，代表的な外傷・障害の治療法や予防を貴重な症例を提示しながらおまとめいただき
ました。さらに，小児スポーツ傷害予防では具体的な予防法を説明いただくとともに，わ
が国でのスポーツ団体によるスポーツ傷害予防の取り組みの現状を紹介いただきました。
　読者の皆様におかれましては，どうか本号を机上に置かれ，小児スポーツ傷害の病態の
理解と治療および予防の一助になれば編者として望外の喜びであります。また，ご多用の
なか貴重な時間を割いて玉稿をご執筆いただきましたすべての先生方に編者として厚く御
礼申し上げます。
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